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第２回地方独立行政法人市立吹田市民病院に係る会計監査人選定会議 議事概要 

 

１ 日時 

令和４年（2022 年）8 月 31 日（水）午後２時から午後５時 30 分まで 

 

２ 場所 

吹田市文化会館メイシアター ３階 第２会議室 

 

３ 出席者 

行政経営部企画財政室長 

理事（福祉指導監査室長事務取扱） 

健康医療部健康まちづくり室長 

健康医療部次長（保健医療総務室長兼務） 

会計室長 

 

４ 議事案件 

（１）提案内容の評価及び審査 

（２）その他 

 

５ 決定事項 

審査の結果、ＥＹ新日本有限責任監査法人を優先交渉権者に選定した。 

 

６ 質疑応答概要 

事業者 番号 質問 回答 

No.１ 

１ 

リモート監査と現地調査のハイブ

リットでの監査を提案している

が、貴法人が行っていた直近の（地

独）市立吹田市民病院（以下「市民

病院」という。）の会計監査でも同

様の手法で監査を行っていたの

か。 

直近の会計監査では、請求書や決

算関係資料等の、市民病院がエク

セルで管理している資料や、医業

未収金などの算定シートへの入力

により確認できるものついては、

リモートで監査を行っていた。本

業務においても同様の手法を予定

している。 

2 

直近の会計監査では、リモート監

査の際、個人情報などデータの提

供が難しい情報に触れる場合は、

どのような対策を取っていたか。 

個人情報を含むデータについて

は、実地監査にて市民病院から

USB を借りて調査を行い、当日中

に調査を終了し、貸与された USB

から移行したデータを全て削除し 



2 

 

事業者 番号 質問 回答 

No.1 

2 

 ていた。 

個人情報を含まない会計データに

ついては、当監査法人が開発した

外部と遮断されたシステムを使用

し、安全なデータのやり取りを行

っていた。 

3 

貴法人は、令和 2 年度まで市民病

院の会計監査業務を請け負ってい

た実績があり、病院とは既に築き

上げた関係性があると思うが、本

市としては、厳しい目で監査を行

っていただきたいと考えている。

馴れ合いにならないための工夫が

あれば教えて欲しい。 

公認会計士は、独立性を持って監

査をしなければならないため、市

民病院とも独立性は問題なく保つ

ことができる体制を構築してい

る。 

具体的には、定期的に監査メンバ

ーの入れ替えを行っている。 

また、更に、厳しい目で監査を行

うことができるよう、監査チーム

とは別に、独立審査担当社員を配

置し、監査チームによる監査が適

切に行われているか、厳しい目で

チェックしている。 

4 

監査メンバーの入れ替えをする際

には、診療情報管理士など、公認

会計士以外の資格を持っている方

についても、同様の資格を持つ方

と入れ替えを行う予定か。 

診療情報管理士については、公認

会計士とは異なる視点で監査に携

わる。業務の効率化のためにも、

診療情報管理士については、継続

して同じ者がメンバーとなる予

定。 

公認会計士のメンバーについて、

入れ替えを行う予定である。 

5 

監査の内容について、再委託を行

う予定はないと考えて良いか。 

病院から連絡した際に、すぐに対

応可能か。 

再委託の予定はない。 

監査メンバーは全員常勤職員のた

め、即時の対応が可能である。 

執務時間中については、チャット

を用いたリアルタイムの対応が可

能。 

6 

固定資産の会計処理の適正化につ

いて、具体的にどのような対応を

想定しているか。 

固定資産については、電子カルテ

の会計処理が将来の損益に大きな

影響を及ぼすと考えるため、適切

に行っていきたいと考えている。 
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事業者 番号 質問 回答 

No.1 

7 

人件費については、どのように見

ていく予定か。 

人件費は、1 年間の勤怠データか

ら年間数十人のサンプルを取り、

勤怠管理システムと紙資料を突合

してチェックする。 

勤怠に係る申請が遅い医師等も居

るため、通常より多めの人数の勤

怠を確認する。 

8 

内部統制について、強化すべきと

ころがあると考えるが、いかがか。 

医師の働き方改革への対応も迫ら

れているため、勤怠管理システム

と別に、職員の院内滞在時間を把

握できるシステムの導入を検討し

ていると聞いている。 

その運用について協議しながら、

内部統制の強化について考えてい

きたいと思う。 

9 

会計処理に関する指導・助言の方

法について、前回会計監査時と変

えて工夫しようと考えている点は

あるか。 

今後、電子帳簿保存法が施行され

ることも見据えて、紙資料を減ら

すためのシステム導入を提案して

いきたいと考えている。 

10 

指導・助言は、直接医師に行うの

か。会計担当者を通して行うのか。 

指導・助言は、基本的には会計担

当者にする。また、外部からの指

摘の方が聞き入れやすいこともあ

るため、会計担当者から医師等に

伝えづらいことについては、当監

査法人から理事長に伝え、トップ

ダウンで指導してもらう。 

No.2 

1 

監査業務のデジタルトランスフォ

ーメーションを提案しているが、

これにより、リスクの検証を行い、

監査の方向性を定めるということ

か。 

デジタル技術を活用し、財務情報

を中心に、どこにリスクがあるの

かを洗い出す。また、同規模の病

院の事例の分析も行い、どこにリ

スクがあるか、という視点で考え

ていく。 

2 

会計監査人が前年度から変わるこ

とのメリットを教えて欲しい。 

当監査法人は、様々な形態の病院

の実績があり、アドバイザリー業

務の経験も豊富である。 

これらの実績を基に、新しい目線

で監査を行うことにより、市民病 
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事業者 番号 質問 回答 

No.2 

２ 
 院に気付きを与えられるのではな

いかと考える。 

3 

会計処理に関する指導・助言とし

て、職員向けの研修は可能か。 

担当者の理解が不足していると考

えられる部分については、監査業

務の範囲内で勉強会を開催するこ

とが可能である。 

4 

年金数理人を監査チームのメンバ

ーに置いていることのメリットを

教えて欲しい。 

退職給付債務に関する専門家を法

人内に置くことで、外注コストを

削減できるメリットがある。 

5 
監査の中で、再委託を行うことは

予定していないか。 

予定していない。 

6 

旧市民病院跡地について、帳簿上

の処理だけでなく、売却等の実際

の処理に関するアドバイスも想定

していれば教えて欲しい。 

売却の手法をすぐ提案できるわけ

ではないが、当監査法人のグルー

プには、資産売却を行っている法

人もあるため、スキーム等の相談

をすることは可能かと思う。 

7 

経営において、固定資産の影響は

大きいと思うが、どのような対応

をすれば、病院の経営が適切に行

われると考えるか。 

移転により、償却資産が大きくな

ったと考える。 

一方で、国立循環器病研究センタ

ーとの連携が進むことで診療の中

身も従前とは変わってくるのでは

ないかと考えるが、診療単価が少

し低い印象がある。 

病床稼働率の上昇や、地域連携に

ついて、どのようなことができる

か、協議しながら一緒に考えるこ

とができるかと思う。 

8 

監査チームメンバーのうちの、「そ

の他専門家」について、具体的に

想定されている職種があれば教え

て欲しい。 

医療情報管理士や医事業務に携わ

ったことのある者を想定してい

る。 

9 
監査チームのメンバーは、記載の

メンバーで固定する予定か。 

基本的に、記載のメンバーで固定

する。 

10 

監査チームのメンバーは、市民病

院専任ではなく、他の案件も兼ね

られていると思うが、急を要する 

状況に応じて、人材が足りない場

合は補充するなど、対応できる体

制を整える予定。 
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事業者 番号 質問 回答 

No.2 

10 場合があれば、別の人材で対応す

るなど、常に対応できる体制は整

える予定か。 

 

11 年金数理人などの専門家は、何人

程度配置する予定か。 

年金数理人は、３人配置予定であ

る。 

No.3 

1 監査チームのメンバーは専任か。 専任ではない。 

2 

提案書に「可能な限り業務執行社

員及び現場責任者は固定する」と

記載があるが、「個人の都合により

変更する場合を除き、固定する」

ということか。会社都合で変更す

る場合もあるということか。 

例えば、現場責任者がパートナー

に昇格した場合など、現場責任者

を継続できなくなる場合もある。

そのような要因がない場合は継続

させるということ。 

3 

提案書に「地方独立行政法人の監

査経験がある」との記載があるが、

他方で、地方独立行政法人の病院

に関する業務実績の記載がない。

これは、地方独立行政法人の病院

の監査経験はないということか。 

業務実績については、公営企業型

の地方独立行政法人の病院の監査

実績を記載するよう、記載要領に

定められているため、提案書では、

公営企業型以外の地方独立行政法

人の監査実績という意味合いで、

「地方独立行政法人の監査経験」

について記載している。 

4 

職員に対して会計に関する研修会

を開く予定はあるか。 

過去の類似業務実績として、課長

級以上の職員向けの研修や、現場

担当者向けの会計処理の適正化を

目標とした勉強会を定期的に実施

している。 

5 

旧市民病院跡地について、帳簿上

の処理だけでなく、売却等の実際

の処理に関するアドバイスも想定

していれば教えて欲しい。 

会計士としてできるアドバイスを

していくため、概ね会計面でのア

ドバイスを行う。 

6 

固定資産に関する減損処理以外の

運用面での提案など、病院経営に

ついて、会計面だけでなく、包括

的に提案することは可能か。 

固定資産の実査を計画している。

購入したまま有効活用されていな

い固定資産（医療機器）等を洗い

出すため、実査の手続は重要であ

ると考える。有効活用できていな

い固定資産が確認できた場合は、

経済性・効率性・有効性の観点か

ら活用を提案していく。 
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事業者 番号 質問 回答 

No.3 

7 

監査チームに専門職が関わること

はあるか。 

診療報酬の請求に関係するシステ

ムが、財務諸表作成上重要となる

ため、情報処理技術者を１名配置

する予定である。 

医療訴訟については、市民病院に

既に顧問弁護士がついていること

が想定されるため、監査チームと

して弁護士等を配置することは想

定していない。 

8 

会計処理に関する指導・助言を行

った後のアフターフォローの工夫

は想定しているか。 

会計監査業務の期間中は、継続し

て指導・助言をしたいと考えてい

る。 

9 

監査法人内部の研修は定期的に行

っているか。 

監査基準の改正や不正事例等に関

する定期研修会を、月に１度実施

している。また、地方独立行政法

人の会計基準の改正などがあれ

ば、定期的に集まり勉強会を行っ

ている。 

加えて、年に１度、全事務所のメ

ンバーが集まり、２日間の研修を

行っている。 

No.4 

1 

オンライン監査を提案している

が、実地監査と併用し、オンライ

ン監査が主ではないという認識で

差し支えないか。 

原則は、実地監査を行うが、証憑

突合などはオンラインでも可能な

ため、可能な限りデータ化して監

査を行うことを提案する。 

2 

個人情報が入ったデータについて

は、実地監査を行う予定か。 

ご推察のとおりである。 

また、オンライン監査においては、

大手システム会社と提携して、万

が一漏えいがあっても追跡できる

ようなシステムを導入している。 

3 

監査業務日数が短いように感じる

が、この日数で十分な対応が可能

か。 

他の類似実績と比較しても少ない

日数ではないため、実際の監査開

始後も大幅な修正はないと思う。 

4 

監査チームメンバーについて、監

査責任者以外の３名は、何らかの

資格を所有しているか。 

全員公認会計士の資格を所有して

いる。 

 レセプトの専門家などは監査メン 収益監査の一環としてレセプトを 
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事業者 番号 質問 回答 

No.4 

5 

バーに配置する予定はないか。 見るという観点で言うと、監査チ

ームメンバー全員が病院の監査経

験がある。 

また、地方厚生局の OB として経

験が豊富な、施設基準アドバイザ

ー本部の者を配置予定である。 

6 
職員向けの会計研修を行う予定は

あるか。 

リクエストがあれば、行う予定。 

7 

ベンチマークについて提案があっ

たが、既に中期目標で定めている。

更にこのようなことをした方が良

いという提案があるのか。 

DPC のベンチマークや価格のベ

ンチマークなどを他病院と比較す

ることを想定している。監査をす

る際には、病院の現状を踏まえて

検討したいと考えている。 

8 

固定資産の処理についてアドバイ

スを予定していることがあれば教

えて欲しい。 

今すぐには無い。 

 

9 

会計処理に関する指導・助言の方

法について、提案書に「監査結果

において、不適切事項が確認され

たものにおいては、病院側からの

要望によりその改善に向けた助言

を行う。」との記載があるが、病院

側からの要望がなくても、必要な

場合は、改善の指導・助言はして

いただけると認識して良いか。 

内容にもよるが、なぜそのような

事態が起こったのかを確認し、す

ぐに改められるものは現場レベル

で指導・助言を行い、組織で対応

すべきものは、幹部に報告を行う

など、可能な限り当期中に改善し

ていただけるよう、対応する。 

10 

会計処理に関する指導・助言を行

った後のアフターフォローはして

いただけると考えて良いか。 

ご推察のとおりである。 

11 
監査法人内部の研修は定期的に行

っているか。 

監査チームメンバーに定期的に本

を読むよう指導している。 

 


